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基
礎
を
固
め
大
胆
に
試
み
る
年
に

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
．
こ
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
激
変
の
八
十
年
代
の
幕

明
け
に
ふ
さ
わ
し
く
、
観
測
史
上
例

を
見
な
か
っ
た
大
豪
雪
を
は
じ
め
、

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

養
蚕
、
製
糸
、
き
も
の
を
こ
の
地
域

で
連
動
さ
せ
循
環
さ
せ
る
と
い
う
シ

ル
ク
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
の
着
手
、

誕
生
色
の
制
定
な
ど
話
題
の
多
い
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

55年度決算を認定

市
長
　
諸
　
里
　
正
　
典

　
終
り
の
な
い
闘
い
を
強
い
た
豪
雪

も
「
禍
転
じ
て
福
と
な
す
」
と
い
う

市
民
の
雄
渾
な
気
概
に
よ
っ
て
、
流

雪
溝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
造
り
と
い
う
具
、

体
的
な
方
向
へ
と
市
民
世
論
の
高
ま

り
は
、
日
一
目
と
顕
著
に
な
っ
て
来

て
お
り
ま
す
。

　
新
ら
し
い
年
、
一
九
八
二
年
は
、

十
日
町
市
に
と
っ
て
次
に
来
る
変
化

へ
の
基
礎
を
固
め
、
大
胆
に
試
み
る

年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
積
年
の
検
討
事
項
で
あ
る
水
沢
地

区
を
中
心
と
し
た
苗
場
山
麓
開
発
、

県
営
圃
場
整
備
事
業
、
さ
ら
に
、
中

条
、
下
条
地
区
に
お
け
る
団
体
営
圃

場
整
備
事
業
が
い
っ
せ
い
に
着
工
に

む
け
て
作
動
し
、
水
資
源
の
確
保
に

つ
い
て
も
清
津
ダ
ム
、
信
濃
川
の
利

水
を
含
め
て
、
勇
敢
な
選
択
と
禍
根

を
残
す
こ
と
の
な
い
結
論
を
求
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
高
速
交
通
体
系
は
現
実
の
も
の
と

な
り
、
当
市
で
も
バ
イ
パ
ス
の
着
手

を
は
じ
め
、
二
五
三
号
線
の
燧
道
の

促
進
、
一
一
七
号
線
市
の
口
地
区
の

改
良
、
大
和
焼
野
線
の
推
進
な
ど
、

そ
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
個
人
と
公
の
た
め
に

働
け
る
善
良
な
市
民
と
、
国
民
の
開

発
の
た
め
に
教
育
施
設
の
充
実
も
ま

た
十
目
町
市
の
重
要
な
課
題
で
す
し
、

雇
用
機
会
の
創
設
を
柱
と
し
た
経
済

基
盤
の
強
化
も
不
断
の
努
力
が
要
請

さ
れ
ま
す
。
下
水
道
工
事
も
五
十
八

年
春
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
て
、
第

一
期
工
事
を
完
了
さ
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
確
か
に
、
新
し
い
一
九
八
二
年
は

多
難
で
昨
年
に
も
ま
し
て
厳
し
い
年

　市議会第4回定例会は、12月8日から21日まで14日

間開催されました．この議会では、固定資産評価審査

委員に阿部十郎氏を選任し、55年度十日町市一般会計

歳入歳出決算認定など38議案（請願5件を含む）が審

議され、36議案について可決、採択されました（請願

2件は継続審査）．また、市政についての一般質問は6

名の議員が行いました。今議会で審議された主なもの

は次のとおりです。

■固定資産評価審査委員会委員の選任

　阿部十郎氏を選任

■十日町市屋外体育施設条例の一部を改正する条例制

定

■昭和55年度十日町市一般会計歳入歳出決算認定

■一般質問の主な内容

橋本貞一議員（市長の政治姿勢について、第二期水田

再編対策など農政について、道路行政について）

水野寛男議員（税制改革について、雇用創出について、

補助金の見直しについて、上越線（在来線）の存続に

ついて）

滝沢重治議員（行政改革が当市新年度予算に及ぼす影

響について、十日町市雪処理に関する条例制定につい

て）

南雲金一議員（行政改革について、産業構造について、

消雪パイプ設置規制など雪害対策について）

佐藤一男議員（財政事情、保育料など57年度予算につ

いて、高等学校の学級増について、柏崎原子力発電所

建設にともなう降雪との因果関係について）

宮沢健一議員（県代行道路について、指定作目、管理

転作、割り当て方法など水田再編対策について）

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
難
題
と
は
、

解
か
れ
る
た
め
に
提
出
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
問
題
は
克
服
さ
れ
る
た
め

に
存
在
す
る
も
の
な
の
で
す
。

　
あ
の
豪
雪
の
中
で
、
子
孫
の
た
め

に
雪
ま
つ
り
と
い
う
魂
の
記
録
を
残

し
た
十
日
町
市
民
の
結
束
と
勇
気
は
、

ど
ん
な
難
局
に
も
、
必
ず
発
揮
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
町
造
り
は
、
市
と
市
民
の
共
同
作

業
で
あ
り
、
町
は
市
と
市
民
の
共
同

作
品
で
す
。
今
の
時
代
を
切
り
拓
く

の
は
団
結
と
相
互
信
頼
に
よ
る
協
調

と
融
和
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
ら
が
公
の
た
め
に
何
が
出
来
る

の
か
、
今
こ
そ
真
剣
で
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
裏
庭
に
金
の

成
る
木
は
も
う
な
い
の
で
す
。
発
想

は
転
換
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
、
お
互
い

の
一
層
の
努
力
と
精
神
を
誓
い
合
い

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
．

　
、

払姦鐙癖
翫

“ 鐸
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

鵡鵡“鵡島“払“駄払“払劫

ハ
ー
ス
　
新
シ
リ
ー
ズ
①

カ
ラ
ー
の
お
嬢
ε
ん

鵡
　
樋
口
さ
ん
の
生
ま
れ
は
、
昭
和
三

払
十
六
年
の
一
月
・
誕
生
色
は
「
お
も

鵡
　
　
　
　
　
　
　
、

革
い
く
れ
な
い
（
想
紅
）
」
　
初
春
の

鵡
野
辺
に
き
っ
ぱ
り
と
咲
く
寒
椿
の
深

“
い
紅
の
色
・
ひ
と
き
わ
シ
ッ
ク
な
色

“革
彩
が
個
性
的
な
美
人
を
ひ
き
た
て
る

“
色
で
す
．

払
　
樋
口
さ
ん
は
、
現
在
、
津
田
塾
大

革塾
学
国
際
関
係
学
科
の
二
年
生
。
お
父

鵡
さ
ん
は
、
織
物
販
売
会
社
の
社
長
さ

革
ん
・
お
じ
い
さ
ん
は
・
大
割
野
出
身

革革
で
北
海
道
開
拓
に
汗
を
流
し
た
人
。

μ
ず
っ
と
十
日
町
実
業
高
校
の
農
業
科

魑鵡
の
皆
さ
ん
が
夏
休
み
の
北
海
道
実
習

払
で
お
世
話
に
な
っ
た
お
宅
で
す
。

μ
　
今
、
勉
強
し
て
い
る
の
は
「
ア
メ

革
　
　
　
　
　
　
。

鵡
リ
カ
外
交
政
治
史
」
　
ア
メ
リ
カ
の

“
建
国
か
ら
現
在
ま
で
の
公
文
書
な
ど

鵡
を
原
文
で
集
め
た
も
の
で
・
ア
イ

μμ
ク
か
ら
レ
ー
ガ
ン
ま
で
の
現
代
政
治

“
に
興
味
が
あ
る
と
か
。
四
月
か
ら
は

払
イ
タ
リ
ア
語
の
勉
強
も
は
じ
め
ま
す
。

基払
卒
業
し
た
ら
語
学
の
生
か
せ
る
商
社

　　1月生まれ
おもいくれない（想紅）

　DEEP　RED
樋ロ博子さん（昭和町1）

胃宵マー7マー一ケ官實w讐官Ww脊官宥押

か
外
資
系
の
会
社
に
入
っ
て
、
十
日
町
智

に
は
戻
っ
て
こ
な
い
と
か
・
イ
タ
リ
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宵

の
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん
鷲

で
い
る
十
日
町
市
に
、
イ
タ
リ
ア
語
の
官

わ
か
る
市
民
が
天
く
ら
い
戻
っ
て
ζ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

て
く
れ
て
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
實

て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宥

き
も
の
は
大
好
き
．
で
も
昨
年
の
押

成
人
式
に
着
て
以
来
、
着
る
機
会
が
官

な
い
の
で
残
念
だ
と
い
い
ま
す
・
　
　
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

　
樋
口
さ
ん
の
好
き
な
色
は
白
。
好
官

み
の
色
で
わ
か
る
カ
ラ
ー
占
い
に
よ
宥

る
と
「
清
潔
で
正
義
感
が
強
く
・
落
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

ち
つ
き
の
あ
る
人
で
、
自
尊
心
が
強
官

く
、
理
屈
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
官

人
に
は
親
切
で
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

れ
る
人
」
と
あ
り
ま
す
。
　
「
理
屈
っ
官

ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
こ
ろ
は
当
っ
町

て
い
ま
す
ね
」
と
笑
い
ま
す
が
・
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智

潔
で
正
義
感
が
強
く
、
落
ち
つ
き
の
脚

あ
る
人
、
と
い
う
第
一
印
象
を
受
け
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

た
、
お
も
い
く
れ
な
い
の
お
嬢
さ
乙

で
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

」
】
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」
】
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≦
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雪
上
力
i
ニ
バ
ル
は
、
二
月
十
三

日
（
土
）
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八

時
ま
で
、
城
ケ
丘
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
舞
台
は
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
を
モ
チ
ー
フ
し

た
も
の
で
、
諸
里
市
長
に
よ
り
“
薔

薇
窓
の
聖
堂
”
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
十
目
町
小
合
唱

部
の
コ
ー
ラ
ス
、
た
い
ま
つ
滑
降
、

誕
生
色
き
も
の
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ

ー
、
紋
紙
焼
納
、
雪
上
花
火
な
ど
が

豪
華
絢
燗
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

歌
謡
シ
ョ
ー
の
出
演
歌
手
は
、
西
城

秀
樹
、
三
沢
あ
け
み
、
川
中
美
幸
、

堤
大
二
郎
、
ス
ク
ー
ル
メ
イ
ツ
で
す
。

　
な
お
、
十
目
町
雪
ま
つ
り
の
模
様

を
中
心
に
、
十
日
町
の
特
集
を
、
二

欄　
　
　
　
魯
、

月
十
八
日
（
木
）
の
夜
、
「
n
P
M
」

の
中
で
全
国
放
映
さ
れ
ま
す
。
県
内

版
は
、
T
N
N
で
、
特
別
番
組
と
し

て
二
月
十
七
目
（
水
）
に
放
映
さ
れ

る
予
定
で
す
。

ひ

ろ

ま’

　
雪
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る
も
う
一

つ
の
も
の
は
、
楽
し
い
お
祭
り
広
場

で
す
。
今
年
は
“
絹
の
ま
ち
”
に
あ

る
イ
メ
ー
ジ
「
メ
ル
ヘ
ン
」
　
「
ノ
ス

タ
ル
ジ
i
」
　
「
愛
1
・
マ
ン
」
　
「
夢

と
希
望
－
若
き
日
々
の
キ
ラ
メ
ク
よ

う
な
憧
れ
」
　
「
歴
史
伝
統
文
化
と
選

遁
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
広
場
の
テ
ー
マ

に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
広
場
め

ぐ
り
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
五
つ
の
広
場
は
、
　
「
ふ
る
さ
と
広

場
－
十
日
町
小
ー
ふ
る
さ
と
広
場
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
贈
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
繋
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

行
委
員
会
」
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

－
十
日
町
高
校
i
十
日
町
青
年
会
議

所
」
　
「
く
ら
し
の
広
場
－
加
工
部
跡

地
ー
十
日
町
市
農
協
」
「
わ
ん
ぱ
く
広

場
ー
四
ツ
宮
公
園
－
本
町
五
六
丁
目

青
年
部
会
」
　
「
愛
と
・
マ
ン
の
広
場

－
立
正
佼
成
会
十
日
町
教
会
ー
立
正

佼
成
会
」
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
全
市
的
に
雪
ま

つ
り
を
盛
り
あ
げ
よ
う
と
下
条
地
区

や
鉢
地
区
で
も
ひ
ろ
ば
づ
く
り
の
話

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
十
分
楽
し
め
る
ま
つ
り
が
、

外
来
の
観
光
客
に
も
喜
ん
で
も
ら
え

る
ま
つ
り
に
な
る
と
い
う
考
え
方
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
広
場
で
は
、
徹
底
し

て
明
る
く
楽
し
い
雪
ま
つ
り
に
し
よ

う
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
町
内
や
団
体
、

個
人
で
雪
の
芸
術
作
品
を
製
作
し
て
、

　
　
　
繋
難
難
、
，

　　　　　　難叢　　　　鶴　　雛雛

一
緒
に
広
場
づ
く
り
に
参
加
し
て
く

れ
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

雪
の
芸
術
展

　
　
　
　
参
加
作
品
募
集

　
　
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
市

　
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
か
ら
雪
に
親

　
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
雪
の
芸
術

　
展
参
加
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
出
品
　
芸
術
作
品
の
出
品
区
分
は
、

　
①
一
般
作
品
、
②
特
別
作
品
、
③
学

　
童
作
品
の
三
部
門
で
す
．
審
査
対
象

　
は
一
般
作
品
の
み
で
す
。

　
審
査
　
雪
ま
つ
り
委
員
会
が
委
嘱
し

　
た
審
査
員
が
、
①
着
想
、
②
技
術
、

　
③
努
力
、
④
保
存
の
四
点
か
ら
審
査

　
し
ま
す
。

　
表
彰
市
長
賞
、
商
工
会
議
所
会
頭

　
賞
、
織
物
工
業
協
同
組
合
理
事
長
賞
、

　
十
日
町
市
議
会
議
長
賞
、
十
日
町
ロ

　
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
、
十
日
町
北
・

　
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
、
十
日
町
ラ
イ

　
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
、
十
目
町
青
年
会

　
議
所
理
事
長
賞
、
ほ
か
、
入
賞
者
に

　
は
、
表
彰
状
、
ト
・
フ
ィ
ー
、
賞
金
、

　
芸
術
作
品
額
入
写
真
．
入
選
者
に
は

　
ヤ
ヤ
じ
ロ
も
じ
じ
ヤ
ロ
ロ
ヤ
ロ
ロ
ヘ
ロ
ロ
ヘ
ロ
ロ
ヤ
じ
ロ
ヤ
ほ
じ
ヤ
じ
ロ
も
　
ロ
ヤ
ロ
ロ
ヤ
ロ
ロ

　
　
　
ト
調
て
）
、
Q
建
請

　
　
　
　
一
ク
れ
屋
m
す
の
申

　
　
　
ノ
ツ
さ
角
5
0
で
雪
に

　
”
　
の
ジ
名
（
幅
ジ
な
ク

　
堂
以
担
論
赫
ひ
㍗
凝
力

　
即
三
ラ
し
“
修
2
2
ス
一
ス

　
の
」
π
韓
脚
離
動
堺
舜

は
窓
は
一
の
は
、
な
、
、
。

台
紳
微
飴
好
儲
”
所
獄
滑
於
封

舞
差
回
上
を
薔
ザ
も
の
一
こ
い

上
“
　
雪
院
．
デ
る
m
テ
う
て

雪
の
寺
で
・
よ
3
0
ス
い
れ

　
　
　
年
ム
館
す
に
き
の
と
さ

　
　
　
今
ダ
洋
ま
手
行
こ
物
出

　
　
　
　
　
ル
の
い
の
奥
　
造
が

賞
金
と
芸
術
作
品
額
入
写
真

申
込
み
　
一
月
十
八
日
ま
で
に
、
十

日
町
商
工
福
祉
会
館
内
、
雪
ま
つ
り

事
務
局
へ
。

　
雪
ま
つ
り
行
事
に
花
を
そ
え
る
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
と
し
て
、
雪
ま
つ
り
実

行
委
員
会
で
は
、
ミ
ス
雪
ま
つ
り
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
ミ
ス
雪
ま
つ
り
一
名
、

準
ミ
ス
雪
ま
つ
り
二
名

応
募
資
格
①
未
婚
女
性
（
十
八
歳

～
二
十
五
歳
ま
で
の
人
で
高
校
生
を

除
く
）

応
募
方
法
　
便
せ
ん
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
身
長
、
体
重
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
全
身
写
真
（
カ
ラ
i

G
版
）
を
そ
え
て
、
雪
ま
つ
り
事
務

局
へ
。
自
選
、
他
選
を
問
い
ま
せ
ん

の
で
多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　
一
月
三
十
日
（
土
）

賞
　
●
十
日
町
の
き
も
の
（
振
袖
）

●
第
三
十
四
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り

へ
．
こ
招
待
（
五
十
八
年
二
月
上
旬
）

そ
の
他
　
公
開
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
第
二
回
雪
ま
つ
り
音
楽
祭

　
　
出
場
者
募
集

日
時
　
二
月
十
三
日
（
土
）
午
後
二

　
時
～
六
時

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

申
込
み
一
月
二
十
日
ま
で
に
、
佐

藤
良
和
（
奮
二
－
二
七
二
〇
番
）
へ
。

そ
の
他
　
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
で
、

ジ
ャ
ン
ル
は
問
わ
な
い
。
た
だ
し
楽

器
を
用
い
て
歌
を
う
た
う
。

●開会式・雪の芸術作品表彰式　十高グラウンド（13日）

●雪まつり聖火リレー　　　　　　　　　　　　〃

●雪まつりパレード　　　　　　　　　　　　　〃

雪
ま
つ

●第13回新潟県写真サ・ン展　　　市民会館（13・14日）

●第14回蘭美書人展　　　　　　　　　〃　　　〃

●第10回ナツメ・大行進チャリティショー
●文化講演会　　　　　　　　　　　市民会館　（14日） り 市民会館（14日）

●ひろばめぐり雪上ウォークラリー　　　　　　　〃 行 ●アップビーツ雪まつりコンサート　　　〃　　〃
●郷土芸能と民踊の祭典　　　　カーニバル会場　〃

●第25回十目町美術協会雪まつり展

　　　　　　　　　　　　　市民会館　（13・14日〉

事
予
定

●第2回雪まつり音楽祭　　　　　　　　〃　（13日）

●雪上BMX大会　　　　　　　十高グラウンド（14日）

●TVキャラクターショー　　（ふるさと広場）（14日）

雪まつり事務局電話番号7－3732番　2－5476番
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　　　　簑

　　　麓
　　　く｝　令
　　　　の欝　　じ◇
　　　〉

　　　男

たのは伊

妻の2番

）と同じ

出産にな

のとみ子

うにさせ

△
v
．
△
▼
．
▲
◇
．
人
Y
．
人
Y
．
△
・
・
拳
・
拳
・
4
・
拳
・
人
Y
・
拳
・
A
Y
・
△
・
・
△
Y
・
△
Y
・
人
Y
・
人
Y
・
△
v
・
A
Y
・

大
西
礁
麹
．
》
勇

1月1目　午後5時30分、市内丸山医院で生まれたのは土市第

3の大西賢照さん（自営業）イツさん夫妻の2番目の男の子。

　当初正月は大丈夫だろうといわれていたので、気楽にしてい

たのが1日に入院、すぐ出産となったそうです。

　r健康で明るい子に育ってほしい」と母親のイツさん。　r元

気な丈夫な子になってほしい」と父親の賢照さん。

＞・◇＞・く＞・◇＞・◇》・

　　　　上

　　　　村

　　ヨ信

　　ネ雄
　　　ささ
騨　　んん

翻灘　　　　　　　（　　（

　　　：己ε

　　　〉

　　　男

，たのは北

妻の3番

早く出産

れほどで

ん。　r健

・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・

轟撲

　イヌ年生まれの人は意

外に少なく、全国でざっ

と874万人（総理府統計局

調べ）日本の総人口を十

二支別に分けると11番目

になります。ちなみに最

も多いのがサル年生まれ

で、約1，036万人、最も少

ないのがトリ年の836万

人となっています。

蝋

鑛

撫

　
　
今
年
は
戌
（
イ
ヌ
）
年
で
す
。
昔
か
ら
犬
は
人
問
の
大
切
な
”
協
力
者
”
と

　
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
妊
産
婦
の
帯
祝
い
に
「
戌
の
日
」
が
選
ば
れ
る
よ
う
に

幽
犬
は
安
産
．
多
産
の
象
徴
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

｝
　
こ
の
新
し
い
年
の
始
め
正
月
三
が
日
に
新
し
く
誕
生
し
た
”
赤
ち
ゃ
ん
”
を

バ

“
取
材
し
ま
し
た
。
犬
が
”
知
恵
・
勇
気
・
誠
実
”
の
代
名
詞
と
さ
れ
て
い
る
よ

　
（
う
に
す
く
す
く
と
育
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
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燃　

　
懸

　
　
　
鐵

　
　
　
　
簸

　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
蝋

　
難

綱厳・

尾
身
霊
藝
▽
長
男

1月3日　午後3時46分、十目町病院で生まれたのは鉢第2の

尾身恒雄さん（自営業）京江さん夫妻の初めての子どもさん。

跡とりがないとまわりの皆んなに冷かされていたそうですが、こ

れでひと安心だそうです。

　「スポーツ万能な子に」と母親の京江さん。　r体が丈夫な子

に」と父親の恒雄さん。
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　　　鯵

　　　　馨

　　　　齢雛醗

麹煮　
噸臨の
　　　．響

縄、奪

尾
身
襲
麓
．
》
長
女

1月2日　午後1時34分、十日町病院で生まれたのは川

治内後の尾身勝友さん（自営業）朝子さんの長女。勝友

さんは運命判断に興味があって現在子どもさんの名前は

そんなことで検討中とか。

　r女の子だから大切に育てたい」と母親の朝子さん。

rきれいなやさしい子になってほしい」と父親の勝友さ

ん。

人
Y
・
今
・
A
Y
・
A
Y
・
A
Y
・
A
Y
・
A
Y
・
今
・
A
Y
・
A
Y
・
A
Y
・
A
Y
・
A
Y
・
毒
・
A
Y
・
人
〉
・
A
Y
・
A
Y
・
毒
・
今
・

卍剛闘】剛胆闘朋】剛網】剛圃】興朋］剛闘】剛閥】剛胆剛興■闘］【】闘】闘■闘一興】剛圓】剛闘】霞一朋闘一圃］剛興】剛剛剛闘u圓一興】剛圓】剛圓】偏】圓朋】闘u題

曜
コ

ふりしきる雪の中で・・

新年ジョギング・マラソン大会
　　　　　～懸　塵i継　灘～

　1月2目、新春恒例の雪中マラソン（ジョギングマラソン）が新座地

区で開催されました。新春の走り初めと健康づくりを目的にして、新座

スポーツクラブと市教育委員会が行っているもので今年で3回目。年々

参加者も増え北海道、愛知、広島などの県外からの参加者20名を含め今

年の参加者総数は260名でした。ふりしきる雪の中で開催されたこのマラ

ソン…r克雪」という言葉がピッタリあっているようでした。

灘欝

嚢萎　’鷺業
萎　　　　轟壽欝　　　　　　　　　　嘩

轍

灘
懸
慰
灘

［
コ

轟剛隅】剛爾】剛爾】興朋】朋爾】剛圃】剛霞】剛興】剛爾］闘一閥】圓】爾】圓】霞】熊【朋朋】剛闘朋一闘■剛脳剛圓】剛圓■剛闘■嗣］闘】剛爵朋］爵朋】触瞬】園■

灌

．副

1月2日　午前11時27分、十目町病院’

達第1の佐藤政男さん（自営業）とみ一

目の男の子。当初の予定日が長男（1．

だったので期待していたそうですが、、

りました。

　r自由にやりたいことをやらせたい．

さん。　「この子が自分で決めることを1

たい」と父親の政男さん。

・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・◇

儀

1月2目　午前3時11分、十日町病院

新田第2の上村信雄さん（会社員）ヨ

目の子どもさん。心配していたことは

したこと。でも、それも3人目という

もなかったとか。

　「おおらかに育ってほしい」と母親

康であれば…」と父親の信雄さん。



上

（6）とお56aβ』墜昭和57年1月10日

　　　し恵
※※※

切
れ
た
電
線
や
ト
ラ
ン
ス
に
は

触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

切
れ
た
電
線
を
み
つ
け
た
ら
、

東
北
電
力
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。雪

お
ろ
し
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
…
…
。

　
雪
お
ろ
し
の
と
き
は
、
引
込
線
や
ト
ラ
ン

ス
な
ど
に
雪
を
触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

β

（

0、

1
戸
● 』 玩
」　二
　　　か
z　！～』／～＾

　／～（’〈ノヘ
　！へ
　　（　　　（〈　／へ〃

東北電力㈱十日町営業所

　（盈2－3107番）

　最近、あたかも市から依頼されてきたかのように消火

器等を販売している業者がありますが、市が依頼する場

合は嘱託員さんを通じてお願いしますので十分ご注意く

ださい。

　また、東北電力の社名等で脱臭扇（トイレットファン）

を訪問販売し、まだ十分に使える器具でも取りかえてま

わる業者がありますが、東北電力では脱臭扇の販売等は

行っていませんので同様にご注意ください．

・
φ
○
■
．
φ
0
6
．
φ
・
O
●
．
φ
○
●
．
φ
0
6
．
φ
1
6
．
φ
○
・
．
φ
．
0
6
．
φ
．
0
6
．
◇
○
・
．
φ
○
・
．
6
－
0
6
．
φ
．
0
6
．
◆
0
6
．
6
－
0
6
．
◆
・
O
●
．
φ
．
■
○
．
6
・
○
●
．
φ
．
■
6
・
φ
・
O
●
・
φ
・
O
●
・
φ
・
■
6
・
6
－
○
●
・
φ
・
0
6
・
φ
・
■
●
・
φ
◆
6
・
6
・
・
0
6
・
φ
・
O
●
’
φ
．
O
・
匿
◆
・
O
．
’
6
暉
』
．
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

危
険
物
取
扱
者
講
習
会
を
開
催

　
昭
和
五
十
六
年
度
二
回
目
の
危
険

物
取
扱
者
講
習
会
（
甲
種
・
乙
種
及

び
丙
種
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
）

が
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
対
象
者
は
必
ず
受
講
く
だ
さ
い
．

●
対
象
者
　
消
防
法
第
十
三
条
の
五

の
規
定
に
よ
り
、
製
造
所
、
貯
蔵
所

ま
た
は
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の

取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物

取
扱
者
（
以
下
「
受
講
義
務
者
」
）

及
び
、
現
在
は
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
な
い
が
、
受
講
を
希

望
す
る
危
険
物
取
扱
者

●
受
講
の
義
務
　
受
講
義
務
者
は
、

つ
ぎ
に
定
め
る
期
間
内
に
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
G
D
製
造
所
等
で
、
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日

か
ら
一
年
以
内
。

　
ω
製
造
所
等
で
、
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
免
状
交
付
の
日
か

ら
五
年
以
内
。

　
⑥
講
習
を
受
け
た
後
、
引
き
続
い

て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

し
る
場
合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か

ら
五
年
以
内
。

●
日
時
及
び
場
所
　
三
月
八
日
㈲

午
前
九
時
よ
り
受
付
開
始
　
長
岡
自

治
会
館
（
長
岡
市
神
田
町
）
ほ
か
五

会
場

●
受
講
申
請
受
付
期
間
　
二
月
八
日

㈲
か
ら
講
習
日
の
十
日
前
ま
で

●
申
込
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学

校
町
通
一
番
町
　
新
潟
県
総
務
部
消

防
防
災
課
危
険
物
係

●
講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
県
収

入
証
紙
で
納
入
）

●
申
請
書
　
受
講
申
請
書
は
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
（
E
七
f
一
五
五

五
番
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
．
水

　
工
業
用
水
　
直
接
製
品
の
原
料
と

し
て
使
用
さ
れ
る
原
料
用
か
ら
、
製

品
処
理
用
、
洗
浄
用
、
冷
却
用
、
ボ

イ
ラ
ー
用
な
ど
、
そ
の
用
途
も
極
め

て
広
範
囲
に
わ
た
り
、
工
業
製
品
の

生
産
に
欠
く
事
の
出
来
な
い
水
で
す
。

　
十
日
町
で
の
工
業
用
水
は
、
基
幹

産
業
織
物
関
係
で
の
使
用
量
が
全
体

の
約
七
十
四
％
を
し
め
、
染
色
、
精

練
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
織
が
主
体
の
織
物
か

ら
、
伝
統
産
業
の
持
っ
技
術
と
頭
脳

は
、
め
ぐ
ま
れ
た
水
資
源
を
遣
憾
な

く
生
か
し
、
染
色
、
加
工
部
門
の
飛

躍
的
な
伸
張
と
あ
わ
せ
織
物
産
業
の

発
展
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
食
品
製
造
、
土
石
製
品

製
造
等
も
含
め
、
工
業
用
水
も
需
要

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
用
水
　
農
業
用
水
は
、
稲
作

中
心
の
水
利
用
で
す
が
、
食
料
に
対

す
る
要
求
の
多
様
化
に
伴
い
、
畑
地

か
ん
が
い
や
畜
産
用
水
等
利
用
の
範

囲
は
広
が
る
一
方
で
す
。

　
土
地
改
良
事
業
の
進
行
や
技
術
の

進
歩
は
、
天
水
田
や
湿
田
を
乾
田
化

し
、
田
畑
輪
換
を
も
可
能
に
す
る
等
、

農
地
の
構
造
も
変
え
、
機
能
的
な
肥

培
管
理
を
可
能
と
し
、
農
業
生
産
を

増
大
さ
せ
、
私
達
の
く
ら
し
を
豊
か

　
饗
無
、
富
矯

の
需
要
量
・
㈹

　
　
に
す
る
と
と
も
に
水
の
使
用
量
も
増
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『
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大
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
畑
作
に
つ
い
て
も
、
種
子
を
蒔
い

た
後
は
、
天
気
ま
か
せ
の
耕
作
か
ら
、

収
穫
時
期
の
調
整
や
品
質
の
向
上
、

収
量
の
増
加
な
ど
、
現
在
は
、
畑
地

か
ん
が
い
が
欠
せ
な
い
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
畜
産
に
つ
い
て
も
、

大
型
機
能
化
に
伴
い
、
水
の
使
用
も

大
型
化
し
ま
し
た
。

　
食
卓
に
の
る
食
べ
物
か
ら
季
節
を

感
じ
と
る
事
が
出
来
な
い
時
代
と
な

り
、
今
後
も
畑
作
や
施
設
園
芸
が
進

展
す
る
な
か
で
、
十
日
町
に
お
い
て

は
、
雪
国
個
有
の
農
業
や
作
物
の
定

着
と
取
り
組
み
、
農
業
用
水
は
増
々

重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
養
鯉
を
は
じ
め
、
水
産
関
係

や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
f
と
し
て
の

発
電
用
水
の
水
需
要
も
み
の
が
せ
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昭
和
四
十
八
年
に
、
十
日
町
市
が

昭
和
六
十
年
を
展
望
し
た
水
需
要
量

は
別
表
の
通
り
で
す
が
、
年
間
総
量

約
二
億
七
千
百
四
十
万
㎡
、
一
日
当
た

り
約
七
十
四
万
四
千
、
m
で
、
毎
秒
に

す
る
と
約
八
・
六
㎡
の
水
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
豊
か
な
水
が
そ
こ

に
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
無
限
に

活
用
す
る
技
術
と
英
知
と
活
力
を
地

シリーズ

　No。10

域
や
、
地
場
産
業
は
秘
め
て
お
り
、

豊
か
な
水
は
、
地
域
に
と
っ
て
、
限

り
な
い
可
能
性
で
も
あ
り
、
水
は
い

つ
ま
で
も
求
め
つ
づ
け
ら
れ
る
存
在

な
の
で
す
。

　　㎡
量
千

総
：

間
位

年
単（昭和60年における水需給の見通し

　　　用途

水源

生　活用　水
工業用水 農業用水 流消雪用水 合　計

上水道 その他 計

総使用量

河　　川

その他

16，703

13，564

3，139

1，411

－
1
，

411

18，114

13，564

4，550

19，341

15，999

3，342

130，070

127，828

　2，242

103，880

59，719

44，161

271，405

217，110

54，295
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

七
年
度
の
十
日
町
市
奨
学
生
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
昭
和
五
十
七
年
度
に

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期

大
学
、
大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在

学
中
の
人
で
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
．

　
ω
本
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟
　
ω
学
業
成
績
が
優
秀
と

認
め
ら
れ
る
人
　
⑥
経
済
的
な
理
由

で
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
人
　
圏
心

身
共
に
健
全
な
人

●
奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
高
校
・

高
専
（
五
千
円
）
　
短
大
・
大
学
（
一

万
千
円
）

●
貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
七
年
四
月

か
ら
、
そ
の
人
の
在
学
す
る
学
校
の

最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

●
採
用
予
定
者
数
　
高
校
・
高
専
（
十

二
名
）
　
短
大
・
大
学
（
八
名
）

雛騰
●
出
願
書
類
　
奨
学
金
貸
与
願
書
、

在
学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明

書
添
付
）
　
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票

謄
本
、
医
師
の
身
体
検
査
書
、
前
年

度
所
得
証
明
書

●
書
類
の
提
出
先
　
二
月
二
十
日
ω

ま
で
に
市
教
育
委
員
会
（
E
七
－
三

一
一
一
番
内
線
二
七
三
・
二
七
四
）

へ
。

●
そ
の
他
　
三
月
上
旬
に
奨
学
生
を

決
定
し
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
1
六
花
園
ー

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

　
精
神
薄
弱
者
更
正
施
設
「
六
花
園
」

（
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
開

設
五
周
年
を
記
念
し
て
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
図
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
内
容
　
六
花
（
雪
）
園
は
、
魚
沼

地
域
全
体
を
対
象
と
し
て
名
づ
け
ら

　
　
　
　
わ
0
　
こ
　
、
間

　
　
囚
行
誕
ど
て
分

式
醜
漏
裁
繍

初
川
路
合
北
一
を

　
　
　
　
目
　
　
力
と
地

出
既
丁
藻
な
年
街

防
佃
睨
勲
卿
潮
哺

消
ー
本
恵
た
れ
な
・

　
o
式
ろ
に
つ
ら
れ
た

雪
胸
晦
備
は
瀕
肪
れ

無
醐
繭
附
礎
錨
肢
趨

　
●
　
　
、
マ

　
　
　
の
午
当
　
　
な
も
行

晴
年
日
。
よ
か
ら
て

快
穂
那
ば
瞭
櫛
加
価

　
　
　
昭
1
ま
の
　
お
の
わ

　
　
　
　
ま
れ
名
か
雪
に

れ
た
こ
と
か
ら
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か

を
表
現
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

○
雪
は
清
純
、
清
々
し
く
汚
れ
の
な

い
入
所
者
の
心
と
人
間
性
を
現
わ
し

た
も
の

○
健
康
で
明
る
く
未
来
へ
の
希
望
を

現
わ
し
た
も
の

○
進
歩
と
社
会
へ
の
出
発

〇
六
花
園

■
応
募
者
　
原
則
と
し
て
魚
沼
二
市

十
四
町
村
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人

■
色
・
大
き
さ
大
き
さ
は
B
五
版

で
、
色
は
一
色
～
二
色
。
ま
た
余
白

に
簡
単
に
説
明
を
記
入
の
こ
と
。

■
締
切
り
　
二
月
十
日
必
着

■
賞
金
　
採
用
し
た
も
の
一
点
に
対

し
て
三
万
円

■
発
表
　
二
月
末
日
ま
で
に
本
人
に

通
知■

送
り
先
〒
九
四
九
ー
七
四
北

魚
沼
郡
堀
之
内
町
字
古
長
沢
　
六
花

訓練生募集一醒鞭簿
　十日町市高等職業訓練校では、つぎの要綱により57年

度の訓練生を募集しています。

囹申込受付　3月15目まで（申込書は訓練校にあります〉

囹申込先　十1目町高等職業訓練校（本町6　盈2－3803番〉

　なお、転職訓練の申込みは公共職業安定所にお願いし

ます。

圏募集内容

区分 訓練科名 定員 期　　　　間 時　　　間

養
成
訓
練

建　築　科
（普通訓練課程）

　人
20 3力年（4月～11月〉 週4回

19：00～21：00

建築製図科
（専修訓練課程）

30 6ヵ月　（4月～9月） 週4回
19：00～2LOO

和文タィプ科
昼10
夜10

6　カナヨ　（4月～9ナヨ） 週3回
昼13：30～16二〇〇
一18曾00～2030

成訓
人練 経理事務科 30 6ヵ月　（4月～10月） 週2回

13二30～16二〇〇

転
職
訓
練

建　設　科
（型　わ　く） 30 3ヵ月　（1月～3月） 週5回

　8：30～15二30

配　管　科 20 3ヵ月　（6月～9月） 週5回
　8二30～15二30

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
（
盈
〇
二
五
七
九
四
ー
三
九
八
○
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
．
入
選
作
の
版
権
は
六
花
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

十
日
町
高
校
園
囲
國
生
徒
募
集

　
十
目
町
高
等
学
校
（
定
時
制
）
で

は
、
次
の
要
綱
で
昭
和
五
十
七
年
度

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　
普
通
科
　
一
学
年
　
四
十
名

■
願
書
受
付

　
昭
和
五
十
七
年
二
月
一
目
側
～
二

月
八
日
㈲
　
正
午
ま
で

■
出
願
書
類

　
入
学
願
書
、
受
験
票
、
調
査
票
、

入
学
考
査
科
（
三
百
五
十
円
）
を
、

在
学
（
出
身
）
中
学
校
長
を
経
て
十

日
町
高
等
学
校
長
へ
提
出

■
入
学
試
験
日
　
三
月
十
七
日
㈱

■
そ
の
他
　
入
学
後
年
間
所
得
百
二

十
万
円
未
満
の
人
に
は
、
国
が
卒
業

ま
で
の
四
年
間
修
学
奨
励
金
（
毎
月

七
千
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
十
目
町
高
等
学

校
（
盈
二
－
三
五
七
五
番
）
へ
。

日　午前
　6：40月

ほんやらどうについて、

野本郁太郎さん（桑原）

の話（電話）が約5分間
全国放送されます。

N
H
K
学
園
高
校

　
　
　
　
（
通
信
制
）

　
　
　
　
　
　
生
徒
募
集

　
N
H
K
の
教
育
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ

第
二
放
送
を
利
用
し
て
高
校
普
通
科

の
課
程
を
学
習
す
る
N
H
K
学
園
高

等
学
校
で
は
、
つ
ぎ
の
要
綱
で
五
十

七
年
度
の
生
徒
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
三
月
一
日
～
四
月
十
五

日
ま
で

入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

（
旧
制
高
等
小
学
校
卒
業
者
に
は
入

学
資
格
認
定
試
験
制
度
が
あ
り
ま
す
）

修
了
年
限
　
四
年

納
入
経
費
　
初
年
度
四
万
千
五
百
円

入
学
案
内
請
求
先
　
N
H
K
新
潟
放

送
局
（
〒
九
五
〇
　
新
潟
市
弁
天
一

丁
目
）
に
ハ
ガ
キ
で
請
求
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　懸　　　　　　菊　　　　鑛　　綴耀　　　　　　　　　　　　　　　　謹　　　　　　　　　　　　　　　讃　　　　　　　　　　　　　艘　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　擁　　　　　　讃　　　　趨　　華響

イ
ラ
ス
ト
米
鈴
木
蘭

写
真
米
庭
野
泰
明懸

写
真
来
樋
ロ
信
二

マ
ン
ガ
米
十
高
漫
研
ク
ラ
ブ

　
　
　
戸

…
．
困
．
．

　
　
　
自

一
童
．
．

（
ぐ
（
∀
　
炉

ハ
T”

）
冒
・

、
画
膠
　
o

（
噴
　
　
　
　
　
δ

鞭
．
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住
宅
の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地

は
、
事
務
所
、
店
舗
な
ど
住
宅
以
外

の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地
に
比
べ
、

税
金
が
特
別
安
く
な
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
六
年
中
に

次
の
と
お
り
異
動
し
た
人
は
、
昭
和

五
十
七
年
一
月
二
十
日
困
ま
で
に
市

税
務
課
固
定
資
産
税
係
に
印
鑑
を
持

参
の
上
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
申

告
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

◎
こ
れ
ま
で
住
宅
の
敷
地
で
な
か
っ

た
土
地
に
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は
増

築
し
た
人
。

◎
住
宅
を
取
り
壊
し
、
ま
た
は
事
務

所
、
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
も
の
に

か
え
た
人
。

　
な
お
、
詳
細
は
固
定
資
産
税
係
（
盈

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
〇
五
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
▼
宮
沢
藤
作
（
田
中
町
本
通
り
）

一
万
円
　
▼
田
村
喜
徳
（
馬
場
小
学

校
）
　
二
万
八
千
七
百
十
三
円

▼
下
条
公
民
館
料
理
教
室
　
五
千
円

▼
下
条
地
区
体
育
協
会
　
一
万
七
千

五
十
六
円
　
▼
庭
野
日
敬
（
東
京
）

五
十
万
円
　
▼
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
　
十
万
六
千
六
百
六
十
六
円

▼
新
川
屋
㈱
　
も
ち
三
百
袋
　
▼
常

角
熊
吉
（
魚
之
田
川
）
　
三
千
円
　
▼

村
山
ハ
ル
（
大
黒
沢
）
　
二
千
円

▼
庭
野
み
よ
の
（
昭
和
町
一
）
　
三

千
円
　
▼
十
日
町
砂
利
合
資
会
社
職

員
一
同
七
千
八
百
七
十
九
円
▼

庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新
田
）
　
一
万
円

▼
十
目
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
十

八
万
五
十
一
円
　
▼
立
正
佼
成
会

四
万
二
千
九
百
八
十
七
円
　
▼
十
目

町
病
院
職
員
一
同
　
二
万
一
千
八
百

八
十
八
円
　
▼
真
浄
院
（
四
日
町
）

一
万
七
千
三
百
円
　
▼
匿
名
　
四
千

五
十
二
円
　
▼
佐
藤
実
（
昭
和
町
一
）

犬年か3

　　　　　　　　by十嵩マ〕研

ホ
モ
チ
毛

9
ぱ
い
含
叉
彪
し

ズ
キ
L
…
し
て

¢
よ
一
つ
◎轟畷触一

cl’●貯’

妻磁＼

　
モ
ォ
ー

　
　
　
ヤ

　
し
っ
カ
リ

　
し
な
ご
D
タ
，
，

＼
㎏

戸
鷹鍛

’プ
い

ン．
菰

鍮
“
、
・

喫
。
　
塞

今
皐
は

去
ぺ
芒
の

　
」
の
　
．

　
　
　
巡
回
内
職
相
談
日

一
月
二
十
二
目
囲
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
市
民
相
談
室

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
阿
部
正
平
（
四
日
町
新
田
）
三

千
円
　
▼
関
西
営
業
担
当
者
一
同

二
万
二
百
四
十
九
円
　
▼
内
藤
直
義

（
控
木
）
千
円
　
▼
匿
名
　
三
万
円

▼
春
川
（
新
座
）
五
千
円
　
▼
桑
原

好
一
（
山
本
）
　
三
千
円
　
▼
上
町

青
年
連
合
会
上
町
俄
若
衆
一
同
　
二

万
八
百
三
十
八
円
　
▼
十
目
町
市
金

物
組
合
　
一
万
二
千
六
百
四
十
円

▼
匿
名
　
　
一
万
円
　
▼
川
治
地
区
婦

人
会
　
　
一
万
円
　
▼
福
島
正
幸
（
水

沢
第
三
）
　
車
椅
子
一
台
　
▼
野
上

嘉
孝
（
高
島
）
　
二
万
円
…
香
典
返

し
　
▼
島
田
重
信
（
北
鐙
坂
二
）

二
万
円
…
香
典
返
し
　
▼
野
村
貫
一

郎
（
山
本
）
　
五
万
円
…
香
典
返
し

▼
田
ロ
セ
ッ
子
（
田
中
町
本
通
り
）

十
万
円
…
香
典
返
し
　
▼
美
佐
伝
自

治
会
美
伝
会
　
二
万
九
百
十
四
円

▼
新
潟
日
産
十
目
町
営
業
所
社
員
一

同
　
五
千
二
百
七
十
三
円

　
仲
間
の
家
へ

　
▼
本
町
六
丁
目
婦
人
会
　
ぞ
う
き

ん
四
十
枚
　
▼
川
西
町
社
会
福
祉
協

議
会
　
五
千
円
　
▼
中
魚
沼
郡
十
日

町
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
実
行
委
員
会
　
二

十
五
万
四
千
円

　
中
沢
作
業
所
へ

　
▼
中
魚
沼
郡
十
日
町
市
チ
ャ
リ
テ

ィ
実
行
委
員
会
　
十
五
万
円

　
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
へ

　
▼
中
魚
沼
郡
十
目
町
市
チ
ャ
リ
テ

ィ
実
行
委
員
会
　
十
万
円
　
▼
川
治

地
区
婦
人
会
　
一
万
円

　
歳
末
助
け
合
い
募
金

　
　
　
〈
訂
正
〉

五
千
四
百
二
十
六
円
　
▼
桑
原
正
治

（
新
座
）
　
日
用
品
生
花
他
　
▼
上

越
ヤ
ク
ル
ト
販
売
　
二
万
円
　
▼
長

助
お
客
様
一
同
　
一
万
三
百
八
十
九

円
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第

一
団
　
一
万
八
千
九
百
九
十
円

五
十
七
年
四
月

保
育
所
入
所
追
加
受
付

四
月
に
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す

る
児
童
の
受
付
を
、
昨
年
十
二
月
に

締
切
り
ま
し
た
が
、
左
記
の
保
育
園

に
つ
い
て
は
、
三
歳
未
満
児
を
中
心

に
（
三
歳
児
以
上
も
可
）
再
度
受
付

け
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間
　
一
月
十
一
日
（
月
）
～

一
月
二
十
三
日
（
土
）

対
象
保
育
園
十
日
町
幼
児
園
、
北

越
保
育
園
、
四
日
町
保
育
園
、
山
本

ふるさとの句の料理　⑩

昆布巻
材料　　　　　調理法
昆布……2609　①昆布は長さ2・3cm位に切り・横
（糞切昆布1本を4つ　　幅より結びひもを取り、鮭骨を芯

　に　るラ
鮭骨＿＿9009　　にして昆布巻をつくる・
大根＿＿　1本　②ナベの底に大根を敷き・すき間の

酒一・……・C青　　ない様嶋昆布巻を重ねて酒だけ入

醤油＿＿＿C1　れて骨がやわらかくなるまで2・3
砂糖∴＿1309　　時間煮る。
塩．．．＿．＿ノ」、者③次に調味料を入れて1時間位とろ

　　　　　　　火で煮含める。
20日正月料理

塩鮭を正月から切身にして食べていくと、丁度小正月
から20日正月頃骨だけ残るのでこれを昆布巻としました。

物を大切に使用する昔の人の生活がしのばれます。

‘漬納豆

　　　　　　　調理法
材料　．　　　①納豆は包みから出して目方を量る。

納豆………15コ　②糀も目方を量る。

糀…1升（8009）③納豆と糀の目方の1割～1割2分
塩（納豆＋糀の目方の　　の塩を量り全体を良く混ぜ合せる。
　ユ　　エの　　　

赤唐辛子＿3本④かめに漬け込み乍ら赤唐辛子の種
　　　　　　　　子を出して2、3コに千切ったのを
　　　　　　　　所々に入れる。
⑤空気を抜くっもりでラップを上に敷き、手で隙間の
　ないように押しっける。

って5月頃から食べ始めます。即席で夏でも出
れど味が落ちます。

をつかって納豆を各家庭で冬になると作りまし

　　　　　　　（郷土料理研究会　いろり会〉

気
い
食
作
け
藁

空
な
存
に
る
は
。

⑤
保
寒
「
来
昔
た

愛
泉
保
育
園
、
森
の
保
育
園
、
い
づ

み
保
育
園

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
二
十
一
日
困
　
正
午
か
ら

午
後
四
時
ま
で
　
土
市
第
四
の
一
部
、

新
宮
第
一
、
第
二
　
▼
一
月
二
十
二

日
囲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

田
中
町
東
、
西
、
若
宮
町
、
川
原
町
、

関
口
樋
口
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
稲
荷

町
一
丁
目
、
昭
和
町
三
丁
目
、
四
丁

目
、
本
町
三
丁
目
、
四
丁
目
、
五
丁

目
、
六
丁
目
二
の
各
一
部
、
駅
通
り
、

西
浦
町
東
、
西

　
　
　
　
　
“
、
　
　
　
　
＊

　
あ
と
カ
き
　
　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

○
落
ち
着
い
た
新
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
苗
場
山
麓
開
発
、

地
場
産
業
振
興
、
清
津
ダ
ム
、
信
濃

川
利
水
、
高
速
交
通
体
系
、
流
雪
溝

計
画
、
克
雪
な
ど
昨
年
に
も
ま
し
て

多
く
の
行
政
課
題
を
か
か
え
て
、
嵐

の
前
の
し
ず
け
さ
で
し
ょ
う
か
。

○
新
シ
リ
ー
ズ
「
バ
ー
ス
カ
ラ
ー
の

お
嬢
さ
ん
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
昨
年
制
定
さ
れ
た
誕
生
色
を
、

若
い
お
嬢
さ
ん
を
通
し
て
ご
紹
介
し

よ
う
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

十
カ
月
児
身
体
測
定
・
対
象
児
　
五
十
六
年
一
月
生
ま
れ
を
三
月
生
ま
れ
に

■市勢／世帯数…12，092／推計人ロ…49，250人（男24，075人・女25，175人）※基本台帳人ロ49，804人（12月1日現在）


